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石
價
十
四

.

五
：'

圆
を
中
心
ビ
し
て
.低
き
は
十
ニ
三
圆
高
き
も
十
八
九
圆
の
外

に
出
で

H

り
し
米
價
が
昨
夏

T

度
漸
騰
の
傾
向
を

.

示
し
、秋
期

.

に
入

h

て
其
騰
貴
の
步
調
頗
る

急
激

v
j

 

f

遂
に

 

一|

十
圆

1

を
突
破
ず
る
に
及
ん
で
米
價
暴

®

の，
■

漸
く
四
方
に
.喧
傅
せ
ら

:

れ
，M

k

數
H

.

な
ら
ず
し
て
一
一
十
一
圆
ビ
爲

b

 

ニ
十
二
圆
に
進
み
二
十
三
圆
ビ
爲

h

遂
に
定
期

市
場

.

の
.

「

レ
コ
：丨
ド
充

^

し
彼
の

)

大
正
元
年
の
相
^
を
突
破
す
る
に
至
ぅ
て
米
價
篛
騰
調
節
の

必
耍
漸
く
各
方
而
に
唱
へ
ら
る
、
に
：丰れ
り
。：
然
か
も
倚
ほ
米
價
の
.騰
貴

は

.毫
も
其
趨
勢
を

改
む
る
の
模
欉
な
く
騰
贲
に
次
ぐ

^

膙
貴
を
以
て
し
石
價
ー

1

十
.

五
.

圆
.ニ
十
六
圆
ピ
益
々
其
步

を

進

む

；，る
，
の

實

ぁ

る

に

及

び

下

級

，民

生

.活

雛

の

鱗
：
は

政

府

當

局.

の.調
節
怠
慢
を
責
む
る
の

叫

ビ
典
に
愈
々
益
々
高
ま
り
來

•

&

、時
の
：議
會
も
亦
其
意
味
-に
於
て
物
惙
調
節
の
要
求

を

當
路
の

:

有
司
k

提
議
す
る
：こ
ど
：

>
:爲
れ
，ち

.：

'

:

依
.

是
觀
之
、最
近
ね
於
け
る
米
惯
調
節
の
要

.

求
'

は
常
時
優
久
の
策

S

し
て
米
價

の
一
定
不
一 

を

求

。
め
：
ん

と

す

る
.

も
の
非
ず
。
只
服
前
の
米
價
を
非

.

常
0

.

高
價
な
り
ビ
：認

.

め
.

之
が
引
下
の

」

 

を
離
せ
ん

i

を
耍
求
す
る

.

も
0

な
り
。

_

三
四
年
以
前
.に
於
け
る
米
價
調
節
の
要
求
の
生
産
ふ 

- 0

爲
R

鳴
へ
ら
れ
た

る
士
正
反
對
に
這
囘
の
耍
求
は
消
費

.

謂
の
立
場
ょ

6

し
て
一
般
國
民

.( 

福
ン
利
：の

爲

に

其.

騰

貴

傾

向

の

抑

，
制

杏

な
.

寧
ろ
其

.

價
.

袼
下
落
の
傾
向
を
：誘
起
せ
ん
£
を
時
の
丄 

)局
： .

論
求
す
る
も
の
在
り
。
消

®

者
ょ
：

t

觀
れ
ば
其
消
费
杨
件
の
價
格
の
可
及
的
低
廉
な
 ゝ

を
裂
む
は
自
然
の
，數
な
れ
ど
も
、又

一

方

に

は

其

生

産

者

，の
利
益
の
考
腐
を
必
婴
と
す
る
も
小 

あ

丨
'

:

r

6

r

^

^

'
§

荊
益
の
み
を
主

_

す
る
は

_

如
何
な

.

る
場
合
.に
於
て
も
決
し
て
當
を
伽 

た

る

も

の

に

非

ず

。
：‘
敢

て
問

ふ

最

近

の
米
惯
果
し
て
此
：等
調
節
主
張
者
の
唱
ふ
る
が
如
ぐ
他 

度

の
k
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i

に
し
て
質

.I
k

に
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一
，般

民

衆

の

生
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を

甚

し
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危

險
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ら
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む

る
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の

な
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や

否

め
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熟

ら

く
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近
數
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間
に
於
け
る
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價
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勢
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る
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明

治

四

十
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年
末
に
於
て
定
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米
共
に
十

-

一
檲
に
下
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ナ
三
年
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を
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じ
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し
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及
び

.
大
1 £

ニ
年
め
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間
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定
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常
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だ
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し
き
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を
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績
し
て
，正
米
の
如
き
雄
殆
ど
圣
く

 

二
十
圆
を
下

^S

し
こ
と
な
く
以
て
大
正
三
年
度
に
入
れ

K
V
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然
る
に
大
正
：ニ
年
：度

;0

秋
收
は
世
人

_
,の
想
像
以
上
に
稍
，豐
富
な
り
し

.

も
の
、
如
く
、從
つ
て
大 

m

三
年
度
に

'

入
，る
と
共
に

k

期

正

米

共

に

漸

落

，の
步
調
：を

示

し

同.年
.
.度
•

の
大
®

作
の
m

想
確 

立
す
る
と
共
に
米
價
は

a

轉
直
下
し
て
同
年
末
に
定
，期
は
十
二
圓
正
_米
亦
十
コ
一
圆
の
低
位
に 

」

達
；せ
士
。

爾
來
連
年
の
：

®

作
ぼ
復
た

.
米
價
の
騰

'
貴
?:

許
す
こ
と
な
‘く
大
正
四
年
度
ょ
公
五
年 

度
に
亙

i

て
米
價
は

〕

常
に
' +
5

四
圆
の

«

度
を
維
，持
し
來

.
り
、農
民
殊
に
米
作
地
方
の
氍
民
ミ 

地
主
.
階
級
の

-
所
得
寡
少
に

.伴
ふ
生
活
難
は
益
々
加
は

h

來
b

て
‘米
.價
調
節
、農
村
救
濟
の
叫
は 

朝
野
へ
に
喧
观
，せ

.ら

.
る
、
に
至

.
れ
；6

。.
所
謂
名
民
意

.の
迎
合
に
熟
心
^
:
る
當
時
の
政
府
が
窮
迫 

せ
る

「

當
'
時
の

财
政
ょ

6

.
巨
資
を
投
じ
て
應
急
的
の
調
節
を
試
み
る

'<
£

:
共
に
、

1

方
に
は
朝
野
各 

方
而
の
識
者
實
際
家
を
集
め
て

®

久
的
の
米
價
調
節
方
策
を
攻
究
審

«

す
.
る
所
謂
る
米
®
調 

節
調
査
會
を
開

ff
i

す

名
に

至
、れ

.
る
|
は
正
に
此
時
な

b

。

.

.

米
，偾
調
節

調

，査
■會

に

於

て

は

微

温

.

.

的
な
る
三
四
の
應
急
的
調

®

策
の
立
案
建
犠
せ
ら
れ
、政

府
當
局
亦
其

1

部
分
を
實
行
し

た

る
に
拘
ら
ず
来
價
は
遂
に
所
期
の
騰
貴
を
致
せ
る
の
實
な 

く
大

i E

三
年
の

*

躍
，に
：試
み
，：

た
る
：政
府
の
正
米
貢
收
策

も

、

米
價
調
節
調
査
會
の
建
策
に 

從
つ

y

お
は
れ

^

る
地
：粗

.

»

期
の
繰
下

も

將
た
又
多
く
の
場
合
に
':
於
て
穀
價
騰
貴
の
原
因
ど 

:

爲
る
の
常
な
る
對
外
關
戰
も
殆
ど
，全
く
當
畤
の

‘

豐
作
に
伴
へ
る
米
價
の
大
下
落
を
制

i t

-.す
る 

に
：由

本

：か

う

きo

即
ち
：大

正

啤

年

度

ょ

b

同
五
年
度
を
通
じ
て
定
期
正
米
共
に
石
價
十
三
四 

圆
ょ

，
り

'高く
 

も
十
五
六
圆
の

.

問
を
往
來

.

し
、戰
爭
の
爲
に
爾
餘

各

種
•の
日
用

品

、並
に

多

.數の 

M

產
物
；の

.

著
し
く
：

.

騰
貴
を
示
せ
る
間

^

於
て
獨

5

此
主
要
な
る
«
產
物
の
み
は
世
間
多
數
の 

人
士
の
認
め
て
以
て
正
當
の
價
格
と
爲
す
程
度
以
下
の
低
價
を
持
續
せ
り
。
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唯
、大
正
五
年

.

度
末
の
頃
：に
：於

て

は

米

®

^

々
持
直
せ
し
の
®
あ
う
し
も
敢
て
特
に
言
ふ
に 

.

足
る
吃

:

の
な
く
、以

て
大
正
六
，年

.

度
R

入
う
し
が
該
年
度
も
，亦
前
年
期
中
は
大
駆
前
年
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と
異 

.

な
る
こ

^

な
く
、縦
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'

ひ
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少
の

'
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あ
る
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市
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潜
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め
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怿
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I
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然
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す
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の
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な
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る
>

R

及 

び

V

形
.

勢
は
急
に
一
赙
し

.

騰

貴
.

の
勢
漸
く
成
る

R

蓮

る

：や
、
其.

形
勢
：の
：晴
化
は
亦
：甚

だ

し

<

世

:

第
^
?】

潘 

/ 

(

-L
-3
£^
; v
^

り

- p

_ .
来̂

の̂
^

-
.
 

,

第
六̂

'

3£
瓦



:

婼十ニ
.

卷

(

七六
.
0

)

.

論
.

.

.

說
：

米
價
の

.

前
途
：

.

：

.

It
;
'

六
號

.

.

4

 

人
を
傭
か
す
に
足
名
も
の
办
ぅ
。

一
度

昴
®
の
形
勢
を
示
せ
る
其
風
湖
は

殆
ど

停
止
す
る
所 

を

知
ら
ざ

る
も
の
、
如
く
、大
暑

期
の
照
込
、
殆
ど
.全
く
下
落
の
趨
勢
を
促
す
乙
ビ
な
く
し
て 

漸
騰
の
勢
を
持
續
し
觅
に
€
來
未
曾
有
の
大
秋
霖
に
際
し
て
は
奔
騰
又
奔
騰
遂
に
胃
頭
所
述 

の
设
き
形
勢
と
爲

.

&

て
農

商
務
省
の

秋
種
豫
想
の
此
較
的
樂
觀
的
な

3

し
R

拘
ら
ず
、相
場
は 

..日
に

月

R
.
.

益

々
進

」
み

、
同

年

：
度

中

旣に

夙 
'に一

一

十

圆

M t
を
突
破
し
て
定
期
市
場
は
正
に

六

^
0 

; 0

レ
コ
ー
ド
を
突
破

.

せ
ん
と
し
：、
三
年

前
の
米
價
調
節
時
：代
を
囘
想
す
る
人
士
を
し
て
反
對
の 

調
節
の
、近
く
其
必

®
を
生
ず
る
な
き
や
を
想
像
せ
し
む
る
に
至

a
b。

然

.：
り

而

し

て

此

1 |

貴

の

趨

勢

は

農

商

務

：.省
の

實

收

統

計

の

平

年

作
'J
i

l
Jb

を

示
せ
る
に
拘
ら 

.

ず
今
年
に
入
ぅ
て
，，命

ほ

益

冷

甚

だ

し

く

定

期

市

場

.

は
夙
に
往
年
の
レ

r r
I

ド
栩
場
を
突
破
し 

て
ニ
，十
四
圆
一
一
十
五
圆
と
急

.

速
の
騰
貴
を
示
せ
る
の
み
な
ら
す
、正
米

.

市
場
は
见

“

霉
以
上

こ 

|

出
で

V

益
，々
其
前
途
を
袈
心
せ
レ
め
た
り
。

是
に
於
て
世
上
言
論
界
の
其
調
節
の
必
袈
を
絕 

a

せ
る
の
み
な
ら
ず
議
政
府
又
等
し
：く：之
に
：和
す
る
に
及
び
政
府
當
局
亦
晏
如
た
る
能
は
ず
、
 

或
は
暴
利
取
締
令
の
適

J :
H

を
試
み

®

は
定
期

_

準
米
の

.

格
卞
を

W

行
し
て
只
管
此
奔
騰
の
勢 

を
.

殺
力
ん
ビ

a

*

す
る
あ

h

し
も
、

®

際
の
脱
行
は
言
論
界
並
に
政
府
當
厨
の
希
盟
に
反
し
、政

，府
.

の
所
謂
る
調
節

.

策
..

の
.

其
步
を
進
む
る
に
伴

a

て
相
場
は
却
つ
て
益
々
騰
貴
せ

t

今
五
月 

の
.

初

句

昨

：
S

S

し
S

準
格

£

 

v

石
價
約
一
圆
を
低
下
せ
る
定
期
米
は
遂
に 

;

,

!

:石
ニ
十
七
圆
三
十
九

^

と
云
ふ
未
曾
有
の

.

相
場
を
現
し
正
米
相
場
は
：吏
に
其
上
に
出
で
、 

一
石
ニ
十
八
圓
餘
を
喂

.

ふ
る
に
至

6

て
.正
に
騰
貴
の

.

絕
•

頂
R

達
せ

p

°
惟
ふ
に
此
際
に
於
て 

_
S

外
米
管
理
令
の
公
布
な
ぐ
當
局
の
威
興
的
能
度
の
表
示

な

く

ん
ば
米
穀
市
場
は
£

一

] k
:

の

典

. #

を

致

す

可

く

當

時

の

强

氣

者

流

；の

夢

想

せ

る

石

價

三

十

圆

の

相

場

も

强

ち

其

.實
現 

へ

の

へ

必

ー

無

を

保

ず

可

ら

ざ

る

な

-C
N

し

な

り

。
 

.

'要
す
る

に
n

s

1

倡
年
來
殊

に
其
六
七

ヶ
月
間
に

於
け
る
米
價
の
奔
騰
は
近
來
稀
有
の
現 

#

な
K

y

若
し
我
々
米

i c
R

し
て
其
供
給
の
大
部
分

?:

外
國
に
.仰
ぐ
乙
と
彼
の
鐵
又
は
柯
花 

食
の
女
き
も
の
な
ら
し
め
は

1/
1

し
て
其
供
給
が
戰
爭
其
他
特
種
の
事
情
に
依
纟
て
杜
絕
又
は 

著
し
く
減
せ
ら
れ

左
る

場
.合
な

ら
し
め
ば
斯
る
暴
騰
も

敢
て
怪

む
に
足
ら
ざ
る
可
し
と
雖
も
、
 

其
椒
給
の
殆
ど
全
部
：

生

產
に

係
ぅ
、
B n
.
し
て
其
生
產
が
兩

H

I

の
M

作
時
に
ー
比
し 

稍
I

れ
办
と
す

I

然
か
も
兎

に
角

平
年
作
以
上

に
在
る
今

■

日
の
米

f

於
て
輩
な
ら 

ざ
る
 

^

®
 

0
 

^
 

^
 

^
 

®
 

®
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^
 

K
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

^
 

#
 

t

o
 

爲 

第
±

1

卷

(

七
六
-
1

)

，鵾

，.
.說
.

米
惯
の
前
途
. 

第
I

五
七
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第十
5

 

(

七
六
二)

，
論

說

米

僙

の

前

途
 

，
第

六

號
.

五
八 

に
苦
め
ら
る
、
に
至
れ
る
多
數
の
消
費
潜
、が
生
活
難
を
叫
び
其
調
節
の
必
要
を
呼
號
す
る
亦 

宜
な

>
V

と
い
ふ
可
し

:0
'
 

、

,

<

 

.

.
-然
れ
ど
斯

る

價
格
：の

'

變
動
は
我
.國
に
於
け
る
米
穀
の

0
.
0

と
供
給
の
特
異
な
る
關
係
ょ

P 

0

れ
ば
決
し
て
怪
む
一
可
：

S

の
现
象
に
非
す
。
即
ち
我
國
民
の
米
穀
殊
に
內
地

.

齑
米
に
#
す
る 

，嗜
好
：，の

®

.

る
强
烈

.

に
し
て
容
易
に
外
来
其
他
の
代
用
食
物
に
移
る
を
肯
ん
せ

3

る
の
事
實
は 

內
地
米
に
對
す
る

m

耍
を
し
て
甚
だ
し
く
彈
力
性
を
缺
か
し
む
る
も
の
あ

P

O

元
來
何
れ
.の
 

一
：
货

卿

に

.
在

 

>

 

て
，̂

憤
格
め
騰
貴
は

一

方
ょ

: >

覿
れ
ば
需
要
苕
中
比
較
的
購

I

M

の
希
蓮
雛
弱
な 

，る
.

*

を

し

て

賣

質

場

裡

ょ

‘，

b

,

引
0

せ
.

し

め
.

、依

0

て
以
て
實
際
の
需
要
を

®

縮
し
て
’之
を
供
給 

に「

適
，-

合
せ
し
む
る
の
手
段
た
る
と
共
た

®

漱
の
下
落
は
之
と
反
對
に
從
來
の
高
價
に
て
«
質 

の：希
集
を
抱
か
ざ
ぅ
し
人
士
を
し
て
購
買
の
望
を
發
せ
し
め
依
つ
て
以
て
.需
要
を
增
加
し
て 

供

給

に
適
合
す
る

.

.

に

茧
ら
し
む
る
の
手

^

た
：る
な

6

^

0

而
し
て
幾
多
の
貨
物
に
在

6

て
は

I

 

少
•

の
價
格
騰
貴
以
て

^

大
の
霜
製
減
退
を
促
す
に
足
み
、輕
微
の
下
落
以
て
多
大
の
需
要
攒
加 

を
促
す
に
足
る
の
事

.

情
あ
為
霜
要
は
頗
る
彈
カ
性

( <

富
む
の
實

.

あ
れ
ど
も
、我
が
米

M

に
在

.

P

^
―

 

_

:

#

正
！2

前
述
の
如

&

も
の
：
ぁ
る

'を以
て
需
要
の
增
減

.

甚
だ
容
爲
な
ら
ず
，社
會

一

U

J
 

部
分
の
人
士
を
し
て
米
穀
の
攀
要
を
節
省
せ
し
め
ん
が
爲
に
は
多
大
な
る

値

格

引

上

を

爲

S 

、
れ
ば
能
く
其
目
的
を
達
し
得
ざ

.

る
と
北

C

に
、舉
要
の
增
加
を
促
す

i

亦
斯
の
•如
く

 

•非
常
な
る 

f f

格
下
落
に
依
ら
ざ
れ
ば
容
易
に

—

®

の
增
加
を

喚

起
し

難

_
の

實
ぁ

P

O

而
し
て
霜
.要
の 

此
鄉
カ
性
の
缺
.乏
は
國
當
愈
冷
坩
加
し

}

般
民
衆
の
購
買
力
益

♦

加
は
る
と
.共
に
愈
々

益

令 

甚
災
し
き
に
至
る
の
傾
ぁ

り

。
•
：
.

是
れ
我
國
に
於
け

る
.米
穀

の

秋
收

0 ,
.僅
タ
な
る

相
違
の
爲
こ 

其
惯
格
に
著
し
き
變
動

? :

生
ず
る
所
以
に
し
で
、又
其
變
動
の
近
來
益
々
»
だ
し
き
を
加
ふ
る 

に
至
れ

る

所
以
な

b

o

縱
令

a

 

5

の
方
而
に

.

彈
カ
性
な
し
と
す
、る
も
之
に
對
す
る
供
給
に
し

.

て
彈
カ
性
に
富
み
、
 

撰
¥

格
.

の
騰
落
に
依
つ
て
容
易
に
供
給
の
增
減
を
致

3

し
む
る
を
得
ば
、

* -

し
&

價
格
の
變

1 /
;

 

は
之
を
免
れ

.

得
可
し

ン
レ

f

、s

_

f

至
i

.

s

 

'
1

年
一
囘

q

收
_

に
し

5

收
の
豐 

K

 

.
1

醇
定
：ま
れ
る
以
上
、次
期
の
秋
收
期
に
至
る

’

ま
，で
は
如
何
に
す
る
も
其
供
給
を
堆
減
す
る 

能
は
ず
。

一
朝
不
作
れ
へ
際
し
；て
，は
非
常
な
る
债
格
の
昂
騰
に
侬

6

て
其
舉
要
を
減
.退
せ
し
め 

之
力

r

充
を
外
，國
米

.

成
他
の
代
用
品
の
供
給
に
求
め
し

む

る
の
外
な

&

と
典
に
、一
朝
豐
作
に

第
十
二
傲

(

七
1

)

.

論
說
米
愤
の
前
途

 

：

.
4

怒

3£
し
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粼
十
ニ
怨

(

七
六
四)

論

說

来

倒

の

前

途'

第
六
^

六
〇

會
し
供
給
に
多
少
の
餘
剩
を
生
ず
る
に
當
ぅ
て
は
其
餘
剩
を
海
外
に
輸
出
す
る
の
外
、供
給
を 

調
節
す
る
の
途
な
し
。
難
か
も
我
が
內
地
米
#
有
の
風
味
は
毫
も
外
人
の
覺
知
す
る
所
に
非 

す
，其

不

充

分

な

,

乾
燥
は
却
つ
て

.

蘭
W

西

貢

等

の

外

米

ょ

6

も
外
國
に
於
け
る
販
路
を
少
か 

ら
L

む
る
も
の

*

:

る
が
故
に
非
常
の
低
擅
に
非
ざ
れ
ば
輸
出
容
易
に
行
は
れ
ざ
る
の
實
ぁ

k

 

0

要
弾
力
性
の
棘
乏
は

‘

輕
少
の
不
足
以
て
多
大
の
價
格
暴
騰
を
促
す
の
原
因
た
る
と
等
し
く

- 

供
給

0

此

51
力
性
缺
乏
は

S

年
期
に

〉

於
て
著
し
く
其
下
落
を
喚

.

起
す
る
の
作
用
を
爲
す
な
り

- 

需
要
及
び
供
給
に
於
け

る
些
少
の
增
減
以
て
多
大
の
價
格
變
動
を
喚
起
す
る
に
足
る
斯
る 

は

j

面
.

に
於
て

.

大
.

に
&

機
«

^

の
.

，«

.

躍
.

を
誘
致
す
る
：

i

の
' 

ぁ
b

。.

而
し
て
其
投

'

機
者
の

. 

熊
傻
如
何
に
依
り
て

ff
i

格
の
上
：に
異
常
の
變
.動
を
生
ず
る
場
合
も
亦
決
し
て
少
な
か
ら
ざ
る 

な
4

。
S

し
一
朝
供
給
の
過
刺
又
は
不
足
の
豫
想
磘
立
す
る
や
其
ま
想
に
*
づ
き
て
極
力
賣 

又

は

買

の

能

度

に

出

づ

：る

は

投
機
商
人
の
常
な
る
が
故
に
、•
商
人
の
此
賣
又
は
買
の
爲
に
供
給 

の
過
剩
又
は
不
足
は

*

際
の

S

度
以
上

R

過
大
又
は
過
少
と
爲
办
て
相
場
を
極
度
ま
で
奔
馳 

せ
し
む

る
z

と
少
な
か
ら
ざ
れ
ば
な
む
。
主
要
、穀
類
の
相
場
の
激
變
に
際
し
て
其
相
場
激
變 

の
顯
を
投
機

*

流
に
，歸
す
る
の
風
各
國
に
普
ね
き
は
：畢
竟
斯
る
事
實
あ
る
が
故
に
し
て
，我
國

に
於
け
る
：米
價
調
節
論
の
常
に
興
手
段
の
一
を
取
引
所
の
改
良
に
求
む
る
の
風
あ
る
も
亦
要

如
ふ
る
に
米
穀

Q

l

m l

給
關
係
を
目
的
ビ

，
せ

る

投
機
的
行
爲
は
眾
に
商
人
殊
に
投
機
商
人
の 

み
に
止
ま
る
も
の

H

非
中
。
廣
く
*
察
を
及
ぼ
せ
ば
農
家

一

般
殊
に
全
國
多
數
の
地
主
は
槪 

ね
贫
乳
行

^

に
出

.

、つ
る
な
ぅ

: °
-

即
ち
米
作
；豐
饒
の
見
込
立
ち
て
將
來
の
米
價
廉
な
る
可
し
と 

:

の
：豫
；想
廣
く
社
會
に
行
は
る

 

>

 

や
地
方
座
家
は
一
般
に
賣
急
の
擧
に
出
で
ず
と
す
る
も
少
な 

く
ど
も
寶
惜
の
態
度
な
ぐ
、隨
時
其
持
米
を
資
放
っ
に
躊
躇
せ
ず
市
場
の
出
毂
從
つ
て
豐
な
る 

の
s

r T

な
れ
ど
も

j

 

®

不
作
又
は
其
他
の
供

.

給
不
足
の
見
込
立
つ
場
合
に
於
て
は
將
來
の
®
貴 

を
豫

; «

し
、V

.

翁
易
に
其
所
有
米
を
資
却
す
る
こ
ど
な
く
、資
金
の
必
要
あ
る
に
際
し
て
は
負
債 

に
依
り
て
之
を
辨
じ
つ
ゝ
も
然
か
も
何
ほ
其
在
庫
米
を
維
持
し
て
只
管
高
價
の
上
に
も
觅
に 

?

 

な
る
，時

機

を

待

つ

の

風

あ

か

。

即

ち

供

給

不

.

足
の

«

あ
る
に
際
し
て
は
全
國

.

の
地
主

%

 

民
靡
げ
て
强
氣
の
投
機
を

.

試
み

ク

、
あ

る

の

狀

あ

り

。

爲

に

市

.

場

の

出

穀
? :

減
少
し
て
米

®

 

の
奔
滕
を
助
成
す

る

の
實
あ
る
，は
從
來
常
に
見
る
所
に
し
て
、然
か
も
此
種
の
提
議
は
近
年
隄 

村
の
金
靱
巡
步
し
座

K

の
資
：力
鐵
富

.

と
爲
れ

.

る

v
j

共
に
益
を
增
加
せ
る
の
風
あ
る
を
見
る
。

第十

i 

(

七

六

釋

論

ft
:
,米似
の
前
途' 

•第
六

號

，パ
ー
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C

七
六
六

)

論

-
魏

米

S
前

途
. 

第

六

锶

U、ニ

斯
る
投
機
は
他
，

0

騰
貴
其

.

極
に
達

•

し
て
下
落
の
風
潮
一
摩

®

生
す
る

0

際
に
及
び
ー
般
の
恍 

廣
を
促
が

し

て

其

暴

落

：を

誘

起

：す

か
_

の
原
因
と
爲
る
次
第
な
れ

.

ど
も

•

米
©

昂
騰
の
際
に
當

&

 

て
S

た
斯
る
考
慮
を
廻
ら
す
者
少
な
.く
滔
令
相

率

ひ
て
其
.激
變
を

K

成
す
る
の
擧
に
出
丨
づ

0 

.

眞
に
嘆
ず
可
き
次
第
に
し

.

て
、先
年
米
價
調
節
調
査
會
の
會
議
に
當
ぅ
正
米
商
の

 

一
5

謙
節 

.

の

1

案
ビ
し
て
農
一
家
の
持
米
均
分
賣
却
即
ち
每
月

.

一
' 定
額
宛
を
均
等
に
賣
却
す
る
の
舉
に
出 

、ク

る
の
必
要
を
唱
ヘ
，た
る
如
き
正
に
此
投
機
の
弊
害
を
喝
破
し
た
；る
の
至
言
な
れ
ど
も
、一
般 

農
家
の
自
覺
な
き
限
り
之
を
强
制
す
る
の
途

.

な
き

.

は
現
經
濟
制
度
の
ー
缺
點
に
し
て
亦
如

V

 

と
も
す
可

&

ざ
る
な

&

.°
.

鬼

.に

タ

我

が

米®
は
米
穀
の
需
’耍
供
給
共
に

著
し
く
其
彈
力
性
を
缺
け
る

S
此
缺
乏
に

對 

す
る
商
人
及
び
米
激
生
產
者
の

.

投

機

，的

行

爲

と

に

依
P

て
著
し
く
騰
落
す
る
の
性
質
を
有
せ 

>

9

0

而
し
て
此
激
烈
な
る
騰
落
は
輓
近
一
般
の
購
買
力
ビ
信
用
の
進
步
に
依
ぅ
て
殊
に
箸
し 

5

を
致
せ
る
こ

>

復
/ 2

爭
ふ
可
ら
ず

0

果
し
て
然

b

ビ
せ
ば
最
近
に
於

.

け
る
如
上
の
激
變
の 

如
き
亦
決
し
て

®

^

し
く
；興
と
す
る
に
足
ら
ず
。
旣
往
の
米
價
史
を
觀
れ
ば
斯
る
實
例
は
明 

治
^

年
以
來
現
に

«

,

次
實
現
せ
：し

'

所

に

し

て

近

く

は

明

治

四

：十
三
五
：年

.

度
の
間
に
於
け
る

®

動
.
の
如
さ
亦
其

.

一
f

o

唯
、其
唱
ふ
る
價
格

.
が
未
曾
有
の
高
儐
な
る
を
_

て
其
未
曾
有
の
現 

象
な
る
に
喚

®

す
.る

は

一
般

0
講
質
カ
の
增
迆
並
に
：爾
餘
物
價
：の
騰
貴
を
顧
虛
せ
ざ
る
短
見 

者
流
：の
：偏
見
：ビ
稱
す
可

_

«

.ぅ
。
，

.

.

■ 

' 

四
.

.

然
れ
ど
兎
に
角

m

京
市
場
の
定

® I

米 

一
S

廿
七
圓
餘
之
を
昨
年
中
に
於
け
る
走
期
標
準
米 

に
換

_

ず
れ
：ば

«

僩
.

1

:

1

.
:+
:

の
價
格
は
稀
有
の
暴

.

騰
た
る
に
相
違
な
ぐ
、近 

來
物
债
，調
節
の
義
論
碰
な
る
の
際
に
於
て
其
調
節
論
の
廣
く
喧
傅
せ
ら
る

>に
茧

り
し
斤
以 

亦
怪
む
に
足
ら
す
。

.

蓋
し
米
债
の
騰
貴
は
其
裏
響
を

.

：蒙
る

.

者
甚
が
多
く
、而
し
て
其
利
益
を
享 

く
る
潜
は
其
數
多
し
ど
、は
云
へ
兎
に
齊

'

國
民
の

y

部
分
没
る
地
虫
農
家
に
過
ぎ
ざ
る
に
、其
不 

: ^
r

を
^

る
潘
は

.

全

國

の

汴

遭

'声

全

般

な

る

次

第

な

れ

ば

、其

擧

K

に

對

す

る

反

感

の

急

■

に 

F -

く 

一：
.

^

に

偎
®

す

飞

に

，至
.

れ
.

る

は

當

然

の

成

行

と

い

.

ふ

可

し

.。

加

，之
、時

恰

も

諸

物

價

騰

貴
 

の
影
響
を
受
け
て
一
般
民
衆
へ
の
生
計
漸
く
困
雛
を
加
へ
來
れ
る
の
際
に
當

6

、此
主
要
食
：料
品 

の
暴
騰

t

.
一 

般
に
一
層
の
生
，活
雛
を
加
ふ
る
も
の
あ
る
は
當
然
の
次
第
な
る
上

S

に 

此
困
離
を
感
ず
る
こ
ビ
最
も
大
な
る
階
級
が
槪
.ね
恰
も
我
國
の
識
者
階
級
殊
に
言
論
社
&
の 

羊
I
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第
十
二
怨

(

七六八

)

論

說

.

i

0

I

 

能六號
 

六四

牛
耳
を
取
れ
る
，定
額

.

所
得
考
階
級
に
濁
す
る
の
實
あ
る
の
場
合

.

に
於
て
、殊
に
此
調
節
論
の
喧 

し
き
，に
，至
れ
る
：所

：：

以

亦

決

し

て

察

知

す

る

難

か

ら

ざ

る

な

b

o

 

.

要
：す
る
に
最

「

近
に
於
け

.

る
物
，價
調
節

a

に
米
價
調
節
の
要
求
は
最
下
層
の
勞
働
遨
階
鉍
ょ 

り
も
寧
ろ
中
流
階
級
に
於
て
其
聲
の
，大
な
る
も
の
あ

b

o

社
會
の
識
溝
並
に
政
府
當
局
の
之 

に
傾
：耳

す

る

こ

ビ

從

づ
V

又
從
來
ょ
々
も
著
し
ぐ
、政
府
は
此
に
其
要
求
の
韋
を
容
れ
て

f

な
る
米
價
調
節
策
換
言
す
れ
ば
米

'

價
：の
騰
貴
抑
制
又
は
下
落
誘
起
の
方
策
の
硏
究
と
實
施
に

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

:
,

着
手
せ
り
。

暴
刹
取
締
；令
の

.

適
用
：た
る
商
人
の
賣
惜
買

.

占
に
對
す
る
戒

.

吿
、定
期
標
準
米
の
格 

下
、米
：穀
取
引
所
に
於
け
る
違
法
，取
引
の
檢
擧
、米
穀
輸
出
の
禁
止
等
何
れ

i

其
類
に
し
て
、然
か 

も
此
：等
施
設
の
效
®

「

の
殆
ど
認
む
可
き
も
の
無
き
を

M

る
.

や
、當
海
老

U

其
の
所
謂
る
斷
然
た 

る
處
置
，に
出
で
外
米
管

31
:

令
を
.公
布
實
施
し
て
以
て
漸
く
其
目
的
の
一
端
を
達
し

#

る
の
曙 

光
を
認
む
る
に
茧
れ
シ
。

: 

'

，今

熟

ら

此

間

に

於

け

」

る
政

^

當
局
‘

の
滕
，度
を
觀
る
に
、當
局
潜
は
當
初
'暴
騰
の
原
因
を 

尊
ね
て
之
を
米
穀
商
人
の
投
機
的

^

占
賣
惜
に
在
ぅ
と
爲
し
沱
る
も
の
ゝ
如
ぐ
®
人
の
此
買 

占
资
惜

1
:を
だ
に
制

'
_

し
得
ば
供
絡
は

"

以
て

®

要
を
滿
た
す
に
足
う
、米
價
は
自
ら
其
正
常
に
歸

1

可
.

し
と
：

&

.

め
‘

た

る

の

觀

あ

ぅ

。

是

れ

極

カ

賣

惜

貝

占

等

の

投

機

的

行

爲

，の
制
限
を
畫
し
た 

.

る
7 r

,

以

な

る

可

じ

と

：雖
も
，凡

そ

商

人

の

斯

る

行

爲

R

出

づ

る

や

必

ず

先

づ

斯

る

行

爲

k

出
で 

し

む

る

原

因

の

存

す

‘

！

'
;

一
供
給
の
，實

際

に

不

足

な

る

可

し

と

の

豫

想

は

即

ち

是

な

i

o
 

此
豫
想
に
し
て
明
に

a

 

^

 

^

 

^

 

B

i

 

®

 

A

 

0

 

s

8

 

^

 

^

 

^

 

^

 

iむ
も
の
に
隹 

ず
縱
令
ひ
從
來
の
商
人
の
此
行
爲
を
縣
禁

t

得
左

,

と

す

る

も
、他
の
商
人
の
弋
つ
て

b

行 

爲
に
出
、つ
る
者
の
藤
生
す
；可
き
，は
®
業
社
會
自
然
の
數
な
之
を
例
す
れ
ば
商
入
の
利
に 

走
る
は

^

も

蕾
_

 Q

 

M

k

.

 

^

 

く 

^

如
し
、

一

度
之
を
拂
ふ
も
直
に
之
に
走
る
者
の
现
は
る

A

は 

自

，然

の

然

ら

し

む_

f

ど

す

；れ

ば>
1
.

部
商
人
の
戒
吿
所
罸

文

は

一
部
取
引
の
停
止
の
如 

き
P

底

以
て
见
投
機
の
大
勢

.

を
_

が
す
に
足

.

ら
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
此
投
猶

に

掷
は
る

者

は
 

: «

述
の
如
く
單

^

商
.

人
0 :

み
に
止
：ま
ら
ヤ
、地
方
在
住
の
一
般
の
地
主
農
民
亦
を
れ
ぐ
に
相 

應
.の

舞

機
を

賦
み

つ

、

あ

_るの
實

あ

る
に
於

て
I

で

政
府
當
局
の

當

初
の
施
設
の
其
目
的 

を
達
す

るノ 

.に
足

.

ら
ざ

6

し
所
以
又
以
て
知
る

可

き

な

り
。

' 

'

五

-

■>
 

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

此
に
於
て

か

政
，府
當
|局

も

斷

然

意

を

決

し

1:
供
給
不
足
の
豫
想
を
打
破
す
る
策
に
出
で
、外

$

ニ
怨

(

七六九

)

論

0
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A

1

.

m

來
似
の
前
途

 

< 

第六
！！

六
六

米
：管
“

理
.

令
を
公
布
し
て
之
が
實
員
に
着
手
す
る

_

に
至
れ
う
。

外
米
管
理
令
は

i

言
以
て
之
を 

表
す
れ
ば
外
國
米
の
輸
入
及
び
販
資
を
政
府
の
管
现
に
付
す
る

7
P

の
.

に
て
即
ち

1

種
の
外
米 

W

質
法
な

b

。：效

& '
® '

に
據
れ
ば
政
府
は
自

, e

>外
米
を
輸
入
販
賣
す
る
か
又
は
一
定
の
指
定

商
，人
を
し

.

て
之
：が
輸
入
販
賣
を
爲
ネ
し
む
る
も
の
に

•

て
其
價
格
は
當
局
の
適

S

に
之
を
一
定

.

:
:
.
,
.
.

.

.

.-
-
..
.
.
. 

…

す
る
の
定
な

!>
;

。
: ;

而
し

y

政
.

府
當
局

U

此
规
，定
に
從
ひ
直
に
豫
め
輸
出
を
禁
止
せ
る
保
桃
倉 

对
.

の
农
米
を

m

收
し
又
一
方
に
は

*

®

の
買
^
を
原
库
地
に
於
て
決
行
し
て
顺
次
之
を
輸
入 

す
可
き
旨
を
發
表
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、神
戶
渡
の
外
来
喪
卞
®
段
を
ー
石
十
八
圓
七
十
五
餞 

.

ビ
足
め
且
つ
之
に
：難
じ
て
横
激
邦
他
の

I I
I

®

市
：：
場
に
於
け
る
寶
却
値
段
を

一

定
し
て
本
月
ニ

:
. 

. 

I 

.

.

. 

• 

• 

• 

• 

. 

•

十
：！！

ょ

う

之

を

實

行

す

る

こ

と

く

せ

P

0

世
間
或
は
政
府
這
囘
の
發
农
規
足
に
卸
寶
直
段
を

|

定
せ
る
も
小

.

®

直
段
を
规
定
す
る
所
な
&
を
觀
て
其
小
賣
直
段
の
各
地
趣
を
興
に
す
可
く

.

.

.

'
 

. 

.

:

: 

.

.

.

•

:. 

. 

.

.

.

.

.,

.

. 

;

.

又
地
方
に
依
う

V

は
其
騰
貴
必
ず
し
も
免
れ
デ
る

'

可
し

S

雛
ず
る
溝
な
き
に
非
ざ
る
可
し

V
J

 

雖
も
、惟
ふ
に
是
れ
，一

.

種
の
祀
夔
の
み
。
卸
資
の
矻
段
旣
に
公
表
せ
ら
れ
、政
府
亦
相
當
の
注
意

..
;
:!
:

:
 

'
;
;;
.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

' 

{
.
.

を

以
て
之
が

供
給
，に
任

じ
..

且
つ
其

®

:

格
の
調
節
を
策
せ
る
上
に
、果
に
暴
利
取
締
令
の
武
器
を

.

.

.

.
 

. 

.

. 

‘ 

. 

-

■

.

'

.

:
 

.
 

:

以
て
商
人
に

•

范
む
以
上
、甚
だ
し
き
小
責
惯
格

:

の
：引

上

は

到

底

實

现

^

る
>
こ
ビ
な
か
る
可
き

す
る
に
外
米

1

迎
令
は
外
米
の
管
理
令
な
り
。

.

其
關
す
る
所
は
外
國
米
の
み
に
し
て

1 

識
庫
米
の
市
债
ば

1 &
:

:

接
.

其
：關
す

.

る
所
に
非
ず
ど

*

も
、苟
も
外
米
が
內
地
米
に
比
し
價
格

1

 

の
福
度
以
上
の
下
位
ホ
卞
る
場
合
に
於
て
內
地
產
米
の
消
费

R

代
ふ
る
に
外
國
米
を
以
て
ル 

名
翁
益

ォ

增
加
さ
，る

.

、
の
索
あ
る
现

T

■

の
I t

#

に
於
て
は
、其
外
國
米
の

®

^

引
下
は
亦
同

|

 

に
內
地
遂
米
の
下

*

を
#

は

ざ

る

を

得

す

。
.
外

國

米

0

供
給
に
し
て
限
定
せ
ら
れ
將
來
乂
ふ 

け
る
其
輸
入

f

し
ビ
せ
ば
其

.

一.

時
の
⑴
下
は
到
底
內
地
米
の
下
落
を
誘
起
す
る
に
足
ら
ヤ 

る
可
ぐ
、却
っ
て
外
米
の
相
場
は

2

地
米
に
引
付
け
ら
れ
て
寧
ろ
寐
に
騰
貴
す
る
に
至
る
可
，
 

ど
雖

：：

も
、外
米
の

®

格
が
政
府

h

依
ち

.

て
一
定
せ
ら
れ
、然

.

か
も
政
府
自
ら
其
供
給
の
衝

R

當
h
 

て
掼
；失：を
も
顧
み
ず
霞

.

喪
の

.

あ
.

ら
ん
磁
ぅ
之
に
應
す
る

'

の

覺

悟

を

示

せ

る

米

の

騰

#

 

の
t

 

2

然
_

5

;

|

の
と
い
ふ
可
く

f

 v

內
地
米
は
此
外

i

 

f

引
付
け
ら
れ 

て
相
常
の

.

程
度

.

ま
で

|

;

ザ
ら
れ
；ざ

る

を

#

ざ
る
可
し
。

.

這
囘
の
外
米
管
理
令
に
し
て
眞
率 

に
機
績
的
に
實
行
せ
ら
る
く
限

^ :

我
が
米

®

の
前
途
は
推
し
て
知
る
可
き

f

o

 

架
し
で
然
ら
ば
我
が
米

®

は
¥

將
來
に
於
て
如
何
な
る
程
度
に
歸
罾
す
可
き
か
。
外

*

龄十
.

二

卷

(

七
七

一
)

論

說

米

惯

0

慕

. 

m

.

J

六七



站

十

二

卷(

セ
七
5
 

0

說

§

0

1
 

鲂
六m

六
八

管
理
：令

が

直

接

外

米

の

* !
®

g

定

す

る

、と
'

共
.

に
間
接

'

に
我
が
內
，地

+

米
.

の
«

格
を

一

定
せ
ん

.

.

. 

と
す
る

'

も
の
な
な
以

'

上
、其
一

.

:

定
す

» 1
§

.

價
格
は
何
邊
に

«

る
'

可
|

か
。
旣
往

.

十
年
‘間
の
事
實

に

之

を

徵

す

る

に

0
貢
特
-等
米

—

と
_

內

地

中

米
.

ミ
：の
':憤

格

の

相

違

は

東

京

.市
場
に

.

於

て

は

少

な
.

.

.

.

.
1 

.

.

. 

. 

. 
i
,
.

.

. 

1

/•
'
 

■■

.

く

も

I

圆
.

を
下
ら
ず

•

太
_

な

る

場

合

；に

は

六

圆

$

十
辑
の

'

直
開
き
，.

を
.

見

た

る

こ

w

あ
れ
ど
も
、そ 

は
槪
ね
米

.

惯
暴
騰
せ
る
大
正
元
年
度
及
び
一
一
年
度
に
®
れ
る
の
事
實
に
し

て
、
其
他
の
年
度
に 

於
て
，

.

は
二
圆
內
外
に
在
り
。

而

.

し
て

.

;

«

に
米

®

低
‘

き
時
は
內
地
，米
.惯
は
外
米
相
場
に
接
近 

せ
る
‘

も
、米
價

0

騰
貴
す
る
に

-

從
ひ

.

其

相

場

の

懸

隔

は

益

々

甚

だ

'し

さ

に

る

の

狀

’

ぁ
f

e

o

內
. 

.地
米

®

「
r

r

十
 

一
ニ
圆
の
高
價
：を
示
せ
.る
際
に
は
蘭
貢
米
と
內
地
米
と
の
差

.

は
.

常
.に
四

丑

圆
前

. 

後
に
在

i

し
.

を
見
る
、。

:.
’

惟」

ふ
•

に
：舉
れ
前

_

の
/

如
く
內
地
人
.毕
の
內
地

.

產
米
に
對
す
る
嗜
好
非 

常
^

强
烈
に
し
て
、從
來
內
地
米
を
消
费
せ
る
者
公
し
て
其
一
部
分
.を
外
^
に
代
ふ
る
に

M

ら 

し
め
ぃ
ん

H

:

多
夫
の
價
格
騰
貴
を
必
要
と
す
る
，が
故
な
る
せ
し

。

: :

此

#

の

事

實

ょ
，'ぅ
し
て

之
，：

を
，
推

す

時

は

米

惯

昨

~今

の

如く
.
'

高
.位
に
在
る
の
場
合
に
於
て
は

' 

. 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.
 

.

[ I
J

K

特
等
米
ビ
內
：地

'

ホ
米
：と
相
場
の
相
違
は
少
な
く
ぐ

」
も

S

'

四
.

圆
を
‘

下
ら
ざ
る
可
く
、內，地
米 

の
供
給
不
足
頟
割
合
に
大
に
し
て
彼
の
大
正
一
一
年
度
に
於
け
る
が
如
く
多
.數
の
人
士
に
外
米

.
代
用
を
强
ゅ
る
の
必
恶
ぁ
ダ
と
せ
ば
其
差
ゅ
五
六
圆
の
多
き
に
達
せ
ざ
る
を
得
ざ

.

る
可
し
、

.

^

ん
や
一
炤
の

」

物
價
騰
貴
し

^

:

衆
；の

»

買

カ

亦

向

上

せ

る

今

日

に

^

て
を
や
。

時
に
ネ
は
ゴ 

.八
明
の
；直

開

き

を

示

す

に

非

ざ

れ

ば

外

米

の

需

要

_

に
依

6

て
內
地
米
の

®

要
を
其
供
給
に
逾 

命
せ
し
む
る
に
足
ら
ざ
る
や
ネ
亦
法
だ
知
る
可

I

O

 

'要
す
る
に
昨
年
度
の
內
地
逄
米
の
實 

收
沒

f

 V
J

巩
不
足
の
爲
に

®

際
外
米
の
代
用
を
爲

S

 

^

る
可
ら
ざ
る
，從
來
の
最
低
位
の
內
地 

米
; ®

.

求
者
の
多

^

及
び
某

»

:

貝
.

: *

如
何
に

.

依
办
て
此
底
關
き
の

©

■

度
は

-

決

せ

ら

る

可

し

。

馆 

■

農
.

商

務

統

軒

办

報

告

.

に
し
て
典
正
確
の
程
度
從
來
と
大
差
ぼ
し
と
せ
ば
昨
大

J E

六
年
の
收

_

 

は
五
千

j

ニ̂

餘
海
石
に
し
て
平
年
作

「

の：上
に

〕

在
り
。
從
つ

V

實
際
：の
供
給
不
足
は
割
合
に
霖 

少
な
る

,

ぐ
、外
米
の
輸
入
亦
甚
だ
し
く
多
き
を
要
せ
ざ
る

I

に
I

の
内
地
米
消
费
者
を 

し

.

て
外
米
消
避
者
た
ら
し
め
す
る
を
得
ざ
る
其
.數
も
割
合
に
少
な
か
る
可

く

其
結

M

此
直
'關
 

き
は

W

合
に
少
な

‘

く
或
は
四
五
圓
程
度
に
止
ま
る
な
る

-

可
し
と
思
惟
.せ
ら
れ

ざ

る

に

非

れ

ど 

も
他

'

の
；1

方
に
，，於

.

て
戰
爭
崁
氣
以
來
物
價
滕
貴
し

.

一
般
の
：消

*

力
著
し
く
加
は
ぅ
來
れ
る
今 

日
0

麻

：食

：に

於

セ

は.

其
の
梁
し

V

然
る
や
否
や
枣
だ
卒
に
斷

«

1'
'

る
を

.

得
ず
0
將
來
に
於
け 

る
事
貧
の
瞪
明
す
可
き
所
に
し
て
投

.

機
*

流
の
思
惑
の
存
す
る

.

餘
地
荷
ほ
此

R

充
分
に
荐
在 

鲂
十
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'

鬼
に
角
明
確
な
る
豫
測

.

の
下
し
難
き

乙

と
斯
の
如
し
ビ
雖

も

此
內
外
米
の
直
開
の
程
度
を 

.

別
と
す
れ
ば

•

其
以
外
に
犬

%

る
* !

場
の
變
動
ば
苟
も
外
米
供
給
の
實
際
に
政
府
，に
依
り
て
實 

^ J

さ
れ
つ

 

>
 

あ
る

»

ぅ
&

た
發
生
す

S -

こ
と
な
か

■

る
可
し
。
今
此
直
關
を
從
來
の
事
實
ょ
办 

推
斷

'

し
：て

四

五

鋪

な

ム

と

サ

ば

艰

京

市

場

：の

內

地

米

相

場

は

東

京

*

外

*

®

下
直
段

一

石

十 

九
圆

U

十
五
餞
：に

.

此
四
五
圆

.
^ :

加
へ

*

る一
1

十
与

 

る
可
き
計
算
な
り
。
但
し
這 

囘
の
：

«

下
米

0

標

難

：虛

段

は

蘭

貢

ニ

等

，，米

：の

直

段

な

り

ビ

$

へ
ば
特
等
米
ビ
の
直
開
.き
は
一 

圆
內

^

に
達
す
可
：き
が
故
に
、觅
に
之
を
加
ふ
れ
ば
一
石
ニ
寸
因
五
圆
强
と
な
る
可
し
0
即
ち 

:

石
惯

 

一ー
+

四
苹
圆
の
邊
に

#

す
る
.

乙

そ
4

後
の
米
憚
の
歸
着
_
に
し
て
政
府
當
周
の
目
的
と 

せ
る
想
定
正
常
價
格
も
亦
正
に
，此
邊
に

.

存
ず
る
な
る
可
し
0
政
府
が
斷
平
ど
し
て
斯
る
決
心 

を
以
て
其
調
節

R

着
，手
し
た
る
以
上
、廿

七

八

圆

に

#

虜
せ
る
米
價
が

a

轉
直
下

'

數

ロ

な
ら
ず 

し

て

定

期

一

一

間_
.五
十
錢
正
米

® .

圆
五
六
十
錢
の
：暴
落
を
示
せ
る
は
常
然
と
い
ふ
可
く
、而
し
て 

今
.

日，の
相
場
も
此
點
ょ

：；

ぅ
觀
れ
ば
何
ほ
高
き

.

に
失
す
る
の

«

あ
b

o

暴
落
期
に
普
.通
隨
伴
す 

る
一
時
的
の
反
動
す
ら
遂
に
見
る
に
至
ら
ず
し
て
依
然
下
落
の
傾
向
の
繼
續
す
る
眞
に
宜
な

.

い.

ふ
^

し
。
要
す
：る：に
米
價
動
搖
の

.

®

圆
.
.は
'

此
外
米
管
理
令
に
依

&

て
局
限

3

れ
/ a
t

 

今
；日
其
相
場
の
：！定
せ
ざ
る
は
唯
今
前

\

述
0

」

內
外
米
乘
開
の
程
度
の

.一

定
し
難
き
も
の
あ
る

. 

が

爲
に
し
て
、正
米
並
に
楚
期
米
の
今
何
ほ
二
十
四
五
圆
程
度
に
下
ら
ざ
る
は
圯
直
開
の
冯
五 

圆
以
上
，に
在
る
を
豫
想
す
る

*

0

ほ
割
合
に
多
き
が
故
に
外
な
ら
ざ
る
な
ぅ
。

_ 
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I

:

米
憤
の
前
途
又
以
て
其
大
體
を
卜
し
得
可
き
が
如
し
と
雖
も
、

a

0

て
之
を
顧
れ
ば
尙
ほ
雜 

多
.

の
疑
念
の
其
間
に
存
す
：る
も
；の
な
き

〈

に
非
す
。
今
や
初
夏
漸
く
進
み
て
其
天
候
の
本
年
度 

の
米
作
に
影

_

を

：及
：ぼ
：ず

の

時

機

'

亚
に
近
か
ら
ん
ビ
し
、其
變
動
旣

k

米
©
に
多
少
の
影
響
を

_

_
_ 

.

.

.

. 

.

.
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.

及
ぼ
さ
ん
と
す
る
も
の
あ
る
：の
み

®

ら
ず
、斯
る
變
動
，は
例
年
の
事
實
、殊

服

前

の

米

穀

供

給

に 

關
.

係
な
き
事
柄
ビ

,.

し
て
暫
く
之
を
不

I/
0

1 -

附
す
る
も
、外
米
管
理
令
某
物
：の
將
來
亦
甚
だ
疑
を 

容

る 

> 

の
餘
地

存

ず

：れ

ば

な

り

。

蓋
し

®

近

一

ニ
ヶ
月
間
の
米

®

激
變
一
時
世
人
を
呆
然
た 

ら
し
め

.

漫
然
其
調
節

0

必
耍
.を

認

む

る

に

至

ら

し

め

た

6

■

と
.

雖
も
、何
れ
の
物
®
調
節
に
も
伴 

へ
る

不

公
屯
、其
他
の
，弊

害

は

^

#

理
令

t r
.

- *

亦
免
る
、
能
は

.

ず
。

從
つ
て
人
氣
の
漸
く
沈
靜 

す
る
と
典
に
之
に
對
す
る
反
對
の
社
會
の
一
隅

•

ょ
b

發
生
し
來

•

る
可
き
は
勿
論
、之
に
對
す
る 
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ニ
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る

可

，け

れ

ば
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‘
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:
:

即
ち
興
第

.「

0

疑
.

問
は
外
米
十
九
圓
、內
地
中
米
ニ
十
四
‘五
圆
の
此
想
定
相
場
が
果
し
て
當 

:

を
#

た

る

：の

價

格

な

る

や

の

J

事
に
し
て
、此
和
場
若
し
比
較
的
過

.

低
な
■ぅ
と
せ
ば
此
調
節
策 

は
：生

産

潜

を

®

む
る
不
當

0 '

施
設
た
る
を
免
れ
す
。
之
を
旣
往
の
米
價
に

」

徵
す
れ
ば
ニ
十
四 

五
園
の

.

石
價
は
決
し
て
低
き
に
非
ず
ビ
雖
も
、

.

戰
淨
以
來
諸
物
價
騰
貴
し

*

る
今
日
米

1 ?
は
果 

し
て
此
邊
を
最
高
限
度
と
見
做
し

#

可
き
や
は
確
に
一
疑
問

^

ぅ
。

去

る

大

主

四

年

米

^

湖 

節
P

拖
會
の
設
せ
ら
ホ
し
當
時
、政
府
當
局
が
大
正
三
年
度
に
於
け
る
各
地
方
の

W

實
を
調 

$

し
て
翁
定

V

*

_

る
：来

®

の
.

正
當
な
：る
價
格
は

|

十
四
圓
を
最
低
十
八
圆
を
最
高
と
し
て

.

.

^

*

>
 

'

，均

十

：六

：圆

を

米

穀

の

理

想
.

中
® :

と
せ

I

'

今
當
時
の
物
價
を
取

h

て
之
を
今
日
に
比
較
す
れ 

«

重
.

要
商
品
の

.

.

^

，
均

直

段

は

：
八

；
韵

I

步
を
敗

.

加

せ

夂

と

ぃ

ふ

。

若
し
之
；に
準
じ
•て
た
遞
の
生 

.

產
.

费
增
加
し
た
る
も
の
と
せ
ば
今
日

.

の
米

©

は

最

低

ニ

十

五

圆

三

十

餞

.最

高

三

十

こ

圆

五

十 

錢
R

‘

し
；て

M

本
均
一
一
十
九
細
ニ
十
錢
が
正
當
な
る
米
價
と
認
め
ら
る
可
き
な
り
。
睢
ふ
に
举 

作
を
主
と
す
る

.

農
家
の
經
濟
ょ

P

せ
ば
米

©

此
邊
に
達
せ
ざ
れ
ば
今
日
の
物

©

の
下
に
普

M
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を
營
む
乙
ビ
，難

.か
‘
る
，可
し
。

.
然
る
に
外
米
管
理
令
の
想
定
米
價
は

1

に
圯
以
下
に

t h

分
ビ
せ
ば

f

十
晚
此
方
貧
ょ
ぅ
し
て

»

反
對

' 0

聲
發
せ
ら
る
、
に
至
る
可
く
、她
主
農
民
の
數
割 

合
多
數
な
る
我
國
に
於
て
は
其
反
對
が
有
か
な
る
運
動
と
化
ず
る
の
時
亦
到
ら
ざ
る
を
，保せ 

ざ

る

可

し

況

ん

や

其

：反

#

k

ふ

亦

有

，
力

な

へ

る

_

由
の
存
す
る

.

に
於

.

て
は
政
府
當
爵
も
無
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に
之
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^

す
る
；を
得

'

ざ
；
る
：
可

し0

.

縱
令

a

此

方

面

：
の
反

對
を
避
け
得
た

>

と
す

る
も
此
外
米
管
理
の
爲
に

政
府
の
負
擔
の
著 

し
く
增
加
す
る
に
於

v

は

亦

其

持

續

困

顯

こ

，

と
な
き
を
保
ず
可
ら
す

o

政
府
の

外
米 

買
入
恨
格
其
他

.

の
經
，費
並

R

,

買
入

.

數
«

.

は
公
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れ

ざ

る
を
以
て
今
其
額
を
明
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し
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し

じ 

0

も
保
稅

倉

®
在
米

Q
:

X
A

に

於
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は
政
府
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0

0

1

石
に
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十
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2 £
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1「

百
萬
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輯

A
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t

總

計
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千
百
萬
圆
の
政
府

負

擔
と
®
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我
へ
が
目
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財
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限
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可
き
や
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。
政
府
當
局

0

想

豫

は

百

离

右

：乃
.至
 

一j

W

莴
石
の 

輸
入

以V
.

供
：給
の
補
.足
に

+ :

分
な
>
と
見
做

^

,る
な

る

可
し
せ

*
も

、爾

今

一

一
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ヶ
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間
に
游 
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，
天
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不
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を
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..
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を
感

.
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.
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:
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賣
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を
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所
喪
額
は
決
し
て

 

一
r

l

w

萬
石
に
：止
ま
ら
ざ
る
可
し
。
果
し
て
然
ら
ば
外
米
相
場
を
引
上
ぐ 

る
か

«

し

く

は
此
；

«

を
，停
止
し
て
自
由
輸
入

~

ビ
爲
す
の
外
な
か
る
：可
し
。
此
：點
に
關
す
る

. 

.

將
來
の
懸
念
頗
る
一
大
が
る
も
の
あ
る
と
共
に
、船
腹
‘の
世
界
的
に
不
足
せ
る
今
日
充
分
の
輸
入 

h

を

續

行

し

得

可

き

.

や

も

亦

夫

な

：る
.

懸
念
な
ら
ざ
る
に
非

t

觀
じ
來
れ
ば
外
米
輸
入
の
前
途 

ば
尙
ー
ほ
甚
だ
樂
觀
し
雛
き
も
の
あ
る
を
免
れ
ざ
る
な
り

0
 

,

興
雛
を
排
し
て
實

_

に
必
要
な

(

る
親
度
の
輸
入
を
敢
行
し
得
可
し

V
J

す
る
も
、若
し
商
人
又 

は
農
民
の
投
機
の
力
に
し
て

ff
i

く

®

. ®

入
_

额
«

度
の
內
地
米
を

^

收
す
る
の
時
あ
ぅ
と
せ
ば
、
 

:

興
結
；果
は
爲
に
妨

«

.

せ
ら
れ
ざ
る
，を

#

ず
。
今
日
突
然
な
る
政
府
の
行
動
に
此
稲
の
探
機
は 

1

，
閑
息
し
て
却
つ
て

_

氣
の

®

,

苕
流
の
跋
扈
を
：促
し
た
る
の
觀
あ

&

と
«

も
、政
府
の
輸 

入
能
力
の
程
度

—

㈣

诤
の
投
機
«
流
の
透
視
す
る
所

5

ら
ば
其

©

起
的
®
蹯
復
た
必
無 

:

:

:

を
.

^

 

に
困
雛
の
少
し
く
政
府
を
苦
む
：る
の
狀
現
は
る
、
 

の

時

に

於

て

を

や

。
：
投

機

者

の

反

抗

：的

活

躍

：は
必
ず
や
一
：
段

の

勢

を

加

ふ

る

®

.

る
可
し
。

而 

し
て
苦
し
斯
る
場
合
に
於
て
政
府
の
方
針
多
少
勸
搖
の
徵
を
示

S

M

近
に
-起
れ
る
暴
落
以 

上

の

反
瑯
的
暴
騰
は
免
れ
ざ
る
：可

'
.

し
。

，苦
し

之
.に
反
し
て
强
氣
の
騰
貴
の
爯
興
せ
る
場
合

に

政
府
尙
ほ
之
に

‘

反
抗
し
て

.

愈
々
益

々

其
輸
入
を
，增

加

し

斷

乎

と

し

て

其

投

機

の

說

錄

を

防

止 

し
得
た
う
と
せ

S

其
結
果
は
或
は
輸
入
の
僧
加

V」

爲
i

意
外
の
暴
落
を
生
す
る
な
き
を
保
す 

可
ら
ず
。

加
ふ
る
：に
本
年
度
の
，豐

作

の

®

此
反
動
的
暴
落
を
助
く
る
が
如

&

乙

ビ

あ
ら
ば
苒

び
米
價
引
上
を
目
的
と
す
る

_

節
の
.恶
ー
求
の
難
年
內
に
發
生
す
る
も
亦
免
れ
ざ
る
こ
ヾ
し
あ
る

可
し
。

.

, 

.

.

 

:

何
れ
に
し
て
も
此
管
现
令
所
定
の
.手
段
を
巧
に
運
用
し
て

世

間
の
大
反
對
を
買

ふ
こ

ビ
な 

く
、投
機
的
商
人
の
術
策
に
陷
れ
ら
る

 

>
乙
と
な
く
適
度
の
輸
入
に
依
り
適
度
に
供
給
を
調
節 

し
て
所
期
の
米
惯
を
維
持
_す
る
は

 

'

一
大

_

事
に
磁
せ
り
0
然
か
も
政
府
當
局
に
し
て
能
く
此 

雛
0

に
堪
ぇ

®

要
に
：應
ず
る
の
供
給
を
繼
續
す
る
以
上
米
價
は
甚
だ
し
く
奔
騰
す
る
こ
と
な 

か
る
可
く
、投

機

莕

に

誤

ら

れ

、て
過
剩

’

の
輸
入
に
陷
ら
ざ
る
限
う
反
動
的
の
大
暴
落
は
之

V

J

未 

0

に

防
ぐ
こ

と
を
得
可
：し
。

:;
,

要
»

其
適
當
な
る
述
用
に
在
う
。
運
用
一
度
其
度
を
過
ら
ば
.暴 

騰
又
は
暴
落
何
れ
か

.

の
方
面
に
於
け
る
大
激
變
を
免
れ
ざ
る
可
し
。

(

大
正
七
年
五
月
二
十
日

稿

)

：
：

：
：

'

,
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.

.

.
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第
十
二
卷

.

(

七七九

)

：
論
睨
来
撕
の
的
途
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